
生
か
ら
の
声
が
よ
り
良
い
学
生
支
援
を
す
す
め
る
力
と
な
っ
て
い
る
。

三
展
望

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
先
輩
学
生
が
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
）
制
度
、

障
が
い
学
生
支
援
、
修
学
支
援
、
学
生
生
活
支
援
な
ど
、
学
生
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
退
学
者
も
二
〇
〇
二
年

度
の
五
・
四
％
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
の
三
・
六
％
と
減
少
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
お
よ
び
メ
ン
タ
ー
の
養
成
、

個
人
情
報
の
共
有
な
ど
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
四
月
に

学
生
支
援
室
独
自
の
新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
（
回

収
率
八
九
％
）
、
今
後
は
全
学
生
を
対
象
と
し
継
続
的
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
学
生
の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
な
ど
を

活
か
し
、
具
体
的
な
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
あ
げ
た
い
。

「
悩
み
を
抱
え
つ
つ
も
、
相
談
に
踏
み
切
れ
な
い
学
生
を
見
つ
け
出

す
こ
と
」
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
が

人
に
対
す
る
情
熱
を
失
わ
な
い
姿
勢
を
原
点
と
し
、
学
生
に
歩
み
よ
っ

て
い
き
た
い
。
す
べ
て
の
学
生
に
は
、
大
学
で
の
自
身
の
存
在
感
を

感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
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図１ 学生支援室と他部署との連携体制

図２ 学生支援室の利用状況（2004～2006年度）

一
基
本
姿
勢

本
学
の
教
育
上
の
理
念
で
あ
る
校
訓
「
人
に
な
れ
奉
仕
せ
よ
」

に
の
っ
と
り
、
学
長
方
針
「
学
生
本
位
の
大
学
作
り
」
の
具
体
化
と

し
て
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
「
学
生
支
援
室
」
が
金
沢
八
景
キ
ャ
ン

パ
ス
に
設
置
さ
れ
た
（
現
在
、
す
べ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
）
。

学
生
生
活
上
の
問
題
と
修
学
上
の
問
題
が
一
箇
所
で
解
決
し
や
す
い

よ
う
に
創
設
さ
れ
た
学
生
支
援
室
で
は
、
学
生
が
立
ち
寄
り
や
す
い

雰
囲
気
作
り
に
力
を
入
れ
た
。
支
援
ス
タ
ッ
フ
（
教
職
員
、
非
常
勤
、

大
学
院
生
や
先
輩
学
生
）
と
の
協
働
経
験
の
場
も
作
り
な
が
ら
、
在

学
中
だ
け
で
な
く
入
学
前
か
ら
卒
業
後
ま
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、

生
活
上
お
よ
び
修
学
上
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

二
現
状

価
値
観
の
多
様
化
、
時
代
・
社
会
状
況
の
変
化
も
あ
り
、
相
談
内

容
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
や
大
学
近
隣
の

商
店
街
情
報
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
聞

き
た
い
こ
と
、
履
修
相
談
、
資
格
取
得
、
性
格
・
対
人
関
係
な
ど
か

な
り
の
時
間
を
費
や
す
複
雑
な
相
談
、
さ
ら
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
必
要
と
す
る
内
容
も
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
他
部
署
と
の
連
携
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
（
図
１
）。
修
学
上
の
支
援
で
は
、
過
去
の
学
び
・
現
在
の
学
び
・

未
来
の
学
び
の
三
つ
の
要
素
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
大
学
で
何

を
学
ぶ
べ
き
か
、
大
学
で
何
を
身
に
付
け
る
べ
き
か
を
教
職
員
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
考
え
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
度
の
開
室
以
来
、
学
生
の
利
用
件
数
は
年
毎
に
飛
躍

的
に
伸
び
、
特
に
居
場
所
お
よ
び
学
習
・
自
習
と
し
て
の
利
用
増
加

が
顕

著
で
あ
る
（

図
２
）
。
学
生
支
援
室
の
存
在
が
多
く
の
学
生
に

認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
お
よ
び
先
輩
学
生
と
学
生
と
の

信
頼
関
係
や
、
同
じ
大
学
内
の
仲
間
と
し
て
の
関
係
作
り
が
で
き
あ

が
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
延
べ
約
四
万
二
〇
〇
〇
人
の
利
用

学
生
の
声
（
意
見
・
要
望
）
か
ら
、「
大
学
に
何
を
求
め
て
い
る
か
」

「
教
職
員
に

何
を
期

待
し
て
い
る
か
」
が
聞
こ
え
て
く
る
。
こ
の
学
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